
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
学
後
、
江
蘇

省
教
育
庁
を
表
敬
訪
問
。
姜
映

梅
副
庁
長
か
ら
永
年
の
研
究
員

の
受
け
入
れ
に
対
し
て
謝
意
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
同
窓

会
中
国
分
会
主
催
の
招
宴
も
あ

り
、
来
日
経
験
者
が
多
数
集

ま
っ
て
思
い
出
話
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

南
京
市
到
着
。
翌
日
は
顧
冠
群

学
長
ら
大
学
関
係
者
の
熱
烈
歓

迎
を
受
け
た
後
、
今
後
の
交
流

日
程
と
し
て
、
今
秋
の
東
南
大

代
表
団
の
来
日
と
両
校
学
生
代

表
団
の
交
流
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
午
後
は
櫛
田
玄
一
郎
機
械

工
学
科
助
教
授
、
中
村
栄
治
情

報
通
信
工
学
科
講
師
が
特
別
講

義
を
実
施
、
活
発
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

十
二
日
は
東
南
大
浦
口
新
区

 

学
園
創
立
九
十
周
年
を
記
念
し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
高
校

の
新
校
舎
が
出
来
上
が
り
、
八
月
二
十
九
日
に
は
完
成
披
露
式
が
行

わ
れ
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
図
書
館
）
が
つ
く
ら
れ
、

全
教
室
に
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
が
据
え
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
充

実
し
た
パ
ソ
コ
ン
環
境
が
自
慢
で
す
。
（
④
⑤
面
に
特
集
） 

（1）平成13年８月１日          学 園 だ よ り 第107号 

 

新
校
舎
全
体
は
「
北
校
舎
」

と
呼
び
、
ブ
リ
ッ
ジ
で
結
ば
れ

た
東
館
（
六
階
建
て
）
と
西
館

規
模
は
、
敷
地
約
九
千
五
百
平

方
㍍
、
延
べ
床
面
積
約
一
万
五

千
平
方
㍍
で
、
総
工
費
は
約
二

十
六
億
円
で
す
。 

 

す
べ
て
の
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
に

据
え
付
け
ら
れ
た
「
プ
ラ
ズ
マ

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
」
は
、
パ
ソ
コ

ン
に
取
り
込
ん
だ
デ
ー
タ
を
、

解
像
度
を
落
と
さ
ず
表
示
す
る

「
優
れ
も
の
」
。
四
十
二
イ
ン

チ
の
大
画
面
、
全
教
室
と
い
う

の
は
、
全
国
初
だ
そ
う
で
す
。 

 
二
階
中
央
部
分
に
は
、
「
メ

（
四
階
建
て
）
、
そ
れ
に
北
側

の
体
育
館
兼
講
堂
「
喬
徳
館
」

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
建
物
の

愛 知 工 業 大 学        

愛知工業大学情報電子専門学校 

愛 知 工 業 大 学 名 電 高 校     

愛 知 工 業 大 学 附 属 中 学 校 

   発 行 所 
   名古屋電気学園 
 〒464-8540 

 名古屋市千種区若水3-2-12 

        ℡(052)721-0201 

入試特集 ２・３ 

新校舎紹介 ４・５

大学祭など ６ 

スポーツ ７ 

活躍の足跡 ８ 
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パ
ソ
コ
ン
環
境
ぐ
ん
と
充
実 

 
 
 

新
校
舎
披
露
式
は
二
十
九
日 

  

渡
辺
茂
男
氏
（
わ
た
な
べ
・ 

し
げ
お
＝
大
学
工
学
部
電
気
工 

学
科
学
科
長
・
教
授
）
六
月
二 

 
 

 

十
四
日
、
腸
閉 

 
 
 
  

 

塞
で
死
去
さ
れ 

 
 

 

ま
し
た
。
五
十

六
歳
。
自
宅
は

岐
阜
市
早
田
東

町
六
ー
五
〇
。
葬
儀
は
六
月
二

十
六
日
、
岐
阜
市
月
ノ
会
町
一

丁
目
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

野
々
村
で
営
ま
れ
ま
し
た
。
喪

主
は
妻
福
江
さ
ん
。 

デ
ィ
ア
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
あ

り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

Ｃ
Ｄ
、
Ａ
Ｖ
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
自

由
に
操
作
し
て
ネ
ッ
ト
サ
ー

フ
ィ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
、
Ｃ

Ｄ
ー
Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
の
資
料
で
調

べ
も
の
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
東
館
の

二
ー
四
階
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
室
が
合
わ
せ
て

六
教
室
あ
り
ま
す
。 

 

ク
ラ
ス
ル
ー
ム
に
も
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
、
後
部
に
は
個
人
用

収
納
Ｂ
Ｏ
Ｘ
や
分
別
収
集
式
の

ご
み
箱
も
備
え
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
西
館
一
階
に
は
、

二
百
九
十
六
席
の
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
や
売
店
な
ど
が
あ
り
、
生
徒

や
教
職
員
が
気
軽
に
食
事
や
買

い
物
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

大
学
訪
中
代

表

団
（
団

長
・

後
藤
泰
之
電
気

工
学
科
教
授
）

の
七
人
が
六
月

十
日
か
ら
十
六

日

ま

で
、
姉

妹

校
の
東
南
大
学

な
ど
を
訪
問
し

て
友
好
を
深
め

合
い
ま
し
た
。 

 

十
日
深
夜
に

 友好のきずな深め合う 
  大学代表団が東南大など訪問 

  秋の代表団来日を確認 

時計塔もある正面＝学園本部棟屋上から写す 



 

大
学
の
入
試
方
法
は
こ
れ
ま

で
と
同
様
、
推
薦
入
試
と
一
般

入
試
の
二
通

り

で

す

が
、

一
般
入
試
前

期
日
程
に
新

た
に
奨
学
生

入
試
が
加
わ

り
ま
し
た
。 

 

奨
学
生
入

試

は
、
受

験

科
目
が
工
学

部
、
経

営

情

報
科
学
部
と

も
、
一

般

入

試
に
比
べ
て

一
科
目
増
え

ま

す
。
国

公

立
大
学
と
の

併
願
に
適
し

て
い
ま
す
の

で
、
是

非

挑

戦
し
て
み
て

く

だ

さ

い
。

失
敗
し
た
場

合

も
、
入

試

結
果
は
前
期
日
程
一
般
入
試
と

し
て
合
否
判
定
さ
れ
ま
す
。
奨

学
生
に
は
、
授
業
料
相
当
額
が

奨
学
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
イ
ブ
ニ
ン
グ
履
修

平成13年８月１日（２）   学 園 だ よ り 第107号 

対
象
の
社
会
人
推
薦
入
試
に
よ
る

入
学
者
に
も
、
入
学
金
を
除
く
学

納
金
の
半
額
が
、
奨
学
金
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。 

 
 

 
 
 

◇ 

 

専
門
学
校
は
、
推
薦
入
試
、

一
般
入
試
と
も
昨
年
度
と
ほ
ぼ

同
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

た
だ
、
情
報
工
学
科
の
受
験

科
目
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
数
学

Ⅰ
」
か
ら
「
数
学
Ⅰ
ま
た
は
作

文
」
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
こ

の
結
果
、
数
学
は
嫌
い
で
も
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
し
て
画

像
処
理
な
ど
を
学
び
た
い
人
に

と
っ
て
は
、
受
験
が
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
度
情
報

学
科
の
二
年
制
課
程
が
廃
止
さ

れ
、
三
年
制
課
程
二
年
次
に
編

入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

【注１】 本学、名古屋、岐阜、津、金沢、東京、静岡、浜松、大阪、岡山、広島、松本、北九州 

【注２】 本学、名古屋、岐阜、津、浜松    【注３】 本学、岐阜、津、浜松、大阪、富山 

 入試の種類 出願期間 試験日 会場 合格発表 

 
 

 
 
 

 
 
 

愛
知
工
業
大
学 

推薦 

一般推薦 11月１日（木）～11月７日（水） 11月18日（日） 本学 11月29日（木） 

女子学生推薦 11月１日（木）～11月７日（水） 11月17日（土） 本学 11月29日（木） 

スポーツ推薦 11月１日（木）～11月７日（水） 11月17日（土） 本学 11月29日（木） 

社会人推薦 11月１日（木）～11月７日（水） 11月17日（土） 本学 11月29日（木） 

一般  

前期日程一般 １月７日（月）～１月21日（月） 

１月30日（水） 

１月31日（木） 

２月１日（金） 

注１ 

注２ 

本学 

２月８日（金） 

※繰り上げ合格者 

 ２月23日（土） 

前期日程奨学生 １月７日（月）～１月21日（月） ２月１日（金） 本学 ２月８日（金） 

中期日程一般 ２月４日（月）～２月13日（水） ２月19日（火） 注３ ２月23日（土） 

後期日程一般 ３月１日（金）～３月８日（金） ３月15日（金） 本学 ３月20日（水） 

センター試験 １月22日（火）～１月31日（木） － － ２月８日（金） 

推薦 
第１次 10月９日（火）～10月19日（金） 10月21日（日） 本校 10月25日（木） 

第２次 10月22日（月）～11月16日（金） 11月18日（日） 本校 11月22日（木） 

一般 

第１次 10月22日（月）～11月16日（金） 11月18日（日） 本校 11月22日（木） 

第２次 11月19日（月）～12月14日（金） 12月16日（日） 本校 12月19日（水） 

第３次 12月17日（月）～１月25日（金） １月26日（土） 本校 １月30日（水） 

第４次 １月28日（月）～２月22日（金） ２月23日（土） 本校  ２月27日（水） 

第５次 ２月26日（火）～３月20日（水） ３月22日（金） 本校 ３月26日（火） 

 
 
 

情
報
電
子
専
門
学
校 

大学 一般・前期日程に奨学生入試  
         平成14年度の入試日程決まる 

  専門学校 科目変更で情報工学は女性に有利？  

 

平
成
十
四
年
度
の
大
学
、
専
門
学
校
入
試
日
程
が
、
別
表
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。
大
学
で
は
新
年

度
か
ら
新
し
い
「
フ
レ
ッ
ク
ス
制
」
が
ス
タ
ー
ト
、
学
部
を
ま
た
が
っ
て
一
日
最
大
三
学
科
の
併
願
が
可

能
な
受
験
制
度
に
加
え
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
学
べ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
生
に
便
利
な
環

境
へ
、
さ
ら
に
一
歩
前
進
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

六
県
・
十
七
高
校
の
生
徒
や
保
護
者
ら 

 
 

八
百
人
が
大
学
の
下
調
べ 

 

施
設
見
学
や
体
験
実
習
な
ど
で
学
校
の
雰
囲
気
、
講
義

内
容
な
ど
を
事
前
に
調
べ
、
大
学
受
験
の
参
考
に
し
よ
う

と
い
う
高
校
の
二
―
三
年
生
、
保
護
者
、
進
路
指
導
教
師

ら
に
よ
る
大
学
訪
問
が
夏
休
み
直
前
ま
で
続
き
ま
し
た
。

訪
れ
た
の
は
愛
知
県
を
は
じ
め
岐
阜
、
三
重
、
静
岡
、
長

野
、
滋
賀
県
の
十
七
校
に
及
び
、
参
加
者
は
生
徒
約
四
百

五
十
人
、
保
護
者
ら
約
三
百
五
十
人
の
総
勢
八
百
人
に
達

し
て
い
ま
す
。 

 

こ
と
し
の
第
一
陣
は
、
四
月
二
十
七
日
の
岐
阜
・
東
濃

高
校
（
理
系
二
年
生
）
。
締
め
く
く
り
は
七
月
二
十
三
日

の
愛
知
・
旭
野
高
校
（
保
護
者
ら
）
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
す
。 

㊤
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
す
る
安
城
南
高
生
㊦
体
験
実
習
の
名
電
高
生 



 
「
フ
レ
ッ
ク
ス
制
」
に
は
、

一
般
学
生
対
象
の
「
フ
レ
ッ
ク

ス
履
修
」
と
、
社
会
人
推
薦
入

試
で
入
学
す
る
学
生
を
対
象
と

し
た
「
イ
ブ
ニ
ン
グ
履
修
」
の

二
コ
ー
ス
あ
り
ま
す
。 

 

【
フ
レ
ッ
ク
ス
履
修
】
月
曜

日
か
ら
土
曜
日
ま
で
、
一
―
七

時
限
に
開
講
さ
れ
る
す
べ
て
の

授
業
を
自
由
に
選
択
で
き
ま
す

＝
下
表
○
印
。
必
要
単
位
に
合

わ
せ
、
好
き
な
曜
日
、
好
き
な

時
限
を
選
ん
で
講
義
が
受
け
ら

れ
る
た
め
、
ア
ル
バ
イ
ト
時
間

な
ど
を
気
に
し
な
い
で
授
業
に

集
中
で
き
ま
す
。 

 

【
イ
ブ
ニ
ン
グ
履
修
】
昼
間

は
大
学
に
来
ら
れ
な
い
、
社
会

人
の
た
め
の
履
修
方
法
で
す
。

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
六

―
七
時
限
と
、
土
曜
日
の
一
―

五
時
限
（
フ
レ
ッ
ク
ス
履
修
と

の
共
通
時
間
帯
）
で
講
義
を
受

 学科名・研究代表者名 研究課題名 補助金額 

◎継 土木工学 建部英博・教 授 車道を対象とした透水性舗装に関する基礎的研究 400,000円 

◎継 電気工学 植田明照・教 授 インテリジェントアクティブパワーフィルターに関する研究 700,000円 

◎新 応用化学 酒井忠雄・教 授 光吸収・熱依存特性を示す新しいイオン会合試薬の設計・開発とイオン識別機構の解明 3,000,000円 

◎新 機械工学 戸伏寿昭・教 授 形状記憶材料の長期間使用による機能特性変化 2,900,000円 

◎新 土木工学 成田国朝・教 授 降雨浸透に伴う盛土堤体内の間隙水圧挙動と斜面安定評価に関する研究 1,100,000円 

◎新 建 築 学 建部謙治・教 授 子供の災害対応能力の国際比較 1,500,000円 

◎新 機械工学 高木 誠・助教授 マイクロマシンのための高性能トライボ材料の創製 1,700,000円 

◎新 応用化学 中島 剛・教 授 組織・構造制御によるエネルギー変換材料としての炭素材料の高機能化 2,300,000円 

○継 応用化学 手嶋紀雄・助教授 フローインジェクション／接触分析法によるナノモル金属錯化容量の測定 900,000円 

○継 電気工学 雪田和人・講 師  環境調和型電力システムにおける負荷周波数制御に関する研究 600,000円 

○継 電気工学 鳥井昭宏・助教授 自走式原子間力顕微鏡によるリニアエンコーダの開発 1,100,000円 

○継 応用化学 大澤善美・助教授 化学気相含浸法による炭化ケイ素基耐熱フィルターの作製 500,000円 

○継 土木工学 小池則満・助 手 災害時の傷病者搬送計画に関する研究 800,000円 

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
＝
左
表
◇

印
。 

 

 

高
校
や
予
備
校
の
先
生
方
に 

愛
知
工
業
大
学
の
平
成
十
四
年 

度
入
試
の
日
程
、
内
容
な
ど
を 

よ
く
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、 

大
学
主
催
の
入
試
説
明
会
が
六

月
一
日
午
後
、
名
古
屋
市
中
区

の
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
三

（３）平成13年８月１日          学 園 だ よ り 第107号 

 ◇平成13年度科学研究費補助金（◎は基盤研究Ｃ、○は奨励研究Ａ、継は継続、新は新規） 

   研究種目によって文部科学省、日本学術振興会が公募している助成金です。本学の対象研究は13件で、新規６件、継続 

  ７件。このほか機械工学科の北川一敬講師が、「フォーム中を通り過ぎる衝撃波の圧力波減衰効果」で、名古屋産業科学 

  研究所の助成金（23万円）を受けています。 

 授業時間 月 火 水 木 金 土 

１時限   9:00～10:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○◇ 

２時限 10:40～12:10 ○ ○ ○ ○ ○ ○◇ 

３時限 13:00～14:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○◇ 

４時限 14:40～16:10 ○ ○ ○ ○ ○ ○◇ 

５時限 16:20～17:50 ○ ○ ○ ○ ○ ○◇ 

６時限 18:00～19:30 ○◇ ○◇ ○◇ ○◇ ○◇ ○◇ 

７時限 19:40～21:10 ○◇ ○◇ ○◇ ○◇ ○◇ ○◇ 

 

高
校
の
先
生
ら
百
七
十
人
が
出
席 

 
 
 

 

名
古
屋 

大
学
主
催
の
入
試
説
明
会
開
く 

 

階
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

愛
知
県
を
中
心
に
、
岐
阜
、

三
重
、
静
岡
の
東
海
四
県
か
ら

約
百
七
十
人
の
先
生
方
が
出

席
。
後
藤
淳
学
長
が
大
学
の
取

り
組
み
姿
勢
や
施
設
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
た
後
、
小
嶋
憲
三

入
試
部
長
が
特
別
講
義
や
公
開

講
座
の
実
施
、
「
フ
レ
ッ
ク
ス

制
」
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
報

告
。
ま
た
、
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス

の
運
行
に
よ
る
交
通
費
負
担
の

軽
減
、
独
自
の
学
資
ロ
ー
ン
制

度
の
実
施
、
多
科
目
入
試
制
度

の
導
入
な
ど
、
学
生
サ
ー
ビ
ス

の
現
状
を
披
露
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
英
語
、
化
学
、
物 

理
、
数
学
の
入
試
問
題
担
当
教 

授
が
出
題
の
狙
い
、
昨
年
度
入

試
の
分
析
結
果
な
ど
に
つ
い
て

解
説
。
日
程
、
科
目
、
受
験
料

な
ど
の
説
明
の
後
、
鈴
木
達
夫

就
職
部
長
か
ら
「
四
万
人
を
超

え
る
Ｏ
Ｂ
関
連
の
企
業
、
愛
名

会
加
盟
企
業
な
ど
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
で
就
職
率
百
％
が
続
い

て
い
る
」
と
の
報
告
が
あ
り
、

質
疑
応
答
で
は
推
薦
入
試
や
入

学
後
の
転
部
・
転
科
な
ど
に
関

す
る
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 



 

総
会
と
平
行
し
て
就
職
懇
談

会
、
総
会
後
に
は
懇
親
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
約

百
社
の
人
事
担
当
者
と
大
学
や

専
門
学
校
、
高
校
の
就
職
担
当

者
が
熱
心
に
話
し
合
い
、
立
食

パ
ー
テ
ィ
形
式
の
懇
親
会
で
は

あ
ち
こ
ち
に
歓
談
の
花
が
咲
い

て
い
ま
し
た
。 

◇
紙
漉
（
す
）
き
を
体
験 

大
学
と

中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
の
共
催
で
開
く

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
紙
漉
き
と
も

の
づ
く
り
」
二
回
目
は
七
月
七
日
、

愛
知
県
小
原
村
の
和
紙
会
館
で
実
習

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
消
費
者

は
、
色
々
な
商
品
を
比
較
し
て
気

に
入
っ
た
も
の
を
選
び
ま
す
。
裏

を
返
せ
ば
メ
ー
カ
ー
・
商
社
は
、

世
界
中
の
購
買
層
を
視
野
に
入
れ

て
商
品
開
発
、
戦
略
を
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
」
な

ど
、
物
流
の
激
変
を
予
測
さ
れ
ま

し
た
。 
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各
階
の
お
も
な
施
設
を
ご
紹
介
し
ま
す 

Ｏ
Ｂ
の
水
野
Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
店
長 

 

愛
名
会
総
会
で
講
演 

 
名
古
屋
電
気
学
園
愛
名
会
の 

本
年
度
総
会
が
五
月
九
日
、
約

二
百
人
が
出
席
し
て
名
古
屋
市

中
区
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。
総
会
に
引
き
続
い
て
講
演

会
が
あ
り
、
昭
和
四
十
二
年
の

大
学
・
電
子
工
学
科
卒
業
で
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
水
野
忠
取
締

役
名
古
屋
支
店
長
が
「
Ｉ
Ｔ
革

命
と
私
た
ち
の
く
ら
し
」
と
題

し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

水
野
氏
は
、
Ｉ
Ｔ
革
命
は
印

刷
革
命
、
産
業
革
命
と
同
レ
ベ

ル
だ
と
の
認
識
に
立
ち
「
オ
ン

◇
後
藤
す
ゞ
子
先
生
奨
学
金 

大

学
・
応
用
化
学
科
四
年
生
一
人
に
五

月
二
十
九
日
、
奨
学
金
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。 

 
保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
目
的
に
、
大
学
入
学
金
の
半

額
を
援
助
す
る
通
知
書
の
交
付

式
が
五
月
二
十
九
日
、
Ａ
Ｉ
Ｔ

プ
ラ
ザ
三
階
に
対
象
者
を
集
め

て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

大
学
卒
業
生
の
子
女
や
兄
弟

姉
妹
、
そ
れ
に
大
学
在
学
生
の

兄
弟
姉
妹
が
入
学
し
た
場
合
、

入
学
金
を
半
額
援
助
す
る
制
度

が
こ
と
し
ス
タ
ー
ト
、
第
一
回

 

三
十
七
人
に
通
知
書
交
付 

 
 

 

 
 

入
学
金
援
助
制
度
ス
タ
ー
ト 

対
象
者
に
通
知
書
が
交
付
さ
れ

た
も
の
で
す
。
内
訳
は
卒
業
生

の
子
女
十
五
人
、
兄
弟
姉
妹
八

人
、
在
校
生
の
兄
弟
姉
妹
十
四

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
東
海
豪
雨
関
係
の
被

災
者
も
入
学
金
の
半
額
が
援
助

さ
れ
ま
し
た
。
対
象
者
は
大
学

九
人
、
専
門
学
校
一
人
、
高
校

十
人
の
計
二
十
人
で
す
。 

と
展
示
館
の
見
学
で
し
た
。 

 

受
講
生
三
十
人
は
そ
れ
ぞ
れ
色
紙

二
枚
、
全
員
で
畳
一
枚
分
も
あ
る

「
三
六
」
紙
二
枚
を
漉
き
、
感
触
を

楽
し
み
ま
し
た
。 



光の庭とメディアライブラリーの外観 

（５）平成13年８月１日          学 園 だ よ り 第107号 

内覧会で行われたプラズマディスプレーのデモ 

西館の屋上庭園（ナゴヤドームも見えます） 個人用収納BOX。左は分別ごみ箱と掃除道具入れ 

大学の公開講座にも使われる２階サテライト教室 

ランチルームの外観は豪華レストラン風 

広々とした体育館・講堂の「喬徳館」（正面はステージ） 

舞台もある多目的スペース 

㊧
正
面
西
の
時
計
塔
（
垂
れ
幕
の
設
備
も
あ
り
ま
す
） 



が
も
ら
え
る
ア
ン
ケ
ー
ト
も
あ

り
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

参
加
者
全
員
に
は
ラ
ン
チ
と
フ

リ
ー
ド
リ
ン
ク
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
す
。 

 

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
は
、
地

震
（
震
度
７
）
の
体
験
を
通
し

 
こ
と
し
は
特

に
、
家
族
全
員

で
大
学
の
雰
囲

気
を
味
わ
っ
て

も
ら
え
る
新
し

い
企
画
「
ま
る

ご
と
体
験
ワ
ー

ル
ド
」
を
準
備

し
ま
し
た
。
実

験
や
体
験
を
通

じ
、
工
学
の
面

白
さ
が
勉
強
出
来
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
入

試
広
報
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。 

 

大
学
入
試
関
係
で
は
、
平
成
十

三
年
度
入
試
問
題
の
解
答
、
解

説
、
学
科
別
の
相
談
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
各
学
科
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
図

書
館
が
一
般
に
開
放
さ
れ
ま
す
。

回
答
す
る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

て
建
物
の
安
全
性
に
つ
い
て
考

え
る
「
地
震
を
知
ろ
う
」
（
高

校
生
以
上
）
、
熱
力
学
の
原
理

で
動
く
エ
ン
ジ
ン
を
組
み
立
て

て
み
る
「
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
ン

ジ
ン
を
作
ろ
う
」
（
理
系
高
校

生
）
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
操

作
し
て
Ｃ
Ｇ
を
体
験
す
る
「
Ｃ

Ｇ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
（
小
・

中
学
生
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
大

学
祭
と
重
な
る
十
月
二
十
一
日

（
日
）
、
そ
れ
に
十
一
月
二
十

四
日
（
土
）
に
も
実
施
さ
れ
、

入
試
問
題
の
解
答
と
解
説
な
ど

の
ほ
か
「
ま
る
ご
と
体
験
ワ
ー

ル
ド
」
も
開
か
れ
ま
す
。 

 

学
術
発
表
は
約
三
千
件 

 
 

九
月
に
本
学
で
応
用
物
理
学
会 

 

社
団
法
人
応
用
物
理
学
会
主 

催
の
二
〇
〇
一
年
（
平
成
十
三 

年
）
秋
季
・
第
六
十
二
回
応
用 

物
理
学
会
学
術
講
演
会
が
九
月 

十
一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
四

日
間
、
大
学
の
四
十
教
室
と
鉀

徳
館
、
愛
和
会
館
講
堂
な
ど
を

使
っ
て
開
か
れ
ま
す
。
全
国
の

大
学
や
研
究
機
関
な
ど
が
三
千

六
十
七
件
の
一
般
学
術
講
演
を

行
い
、
ほ
か
に
三
百
三
十
六
件

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
る

予
定
で
す
。 

 

期
間
中
延
べ
約
三
万
人
が
参

加
す
る
も
の
と
見
ら
れ
、
交
通

量
も
大
幅
に
増
え
る
と
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
に

は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

応
用
物
理
学
会
は
毎
年
、
春

秋
の
二
回
開
か
れ
て
お
り
、
今

春
（
第
四
十
八
回
）
は
東
京
・

明
治
大
学
を
会
場
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

出

演
（
有

料
）
し

ま

す
。
ま

た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
愛
工

大
祭
コ
ン
テ
ス
ト
を
核
に
、
各

種
ゲ
ー
ム
が
続
々
と
登
場
し
ま

す
。
コ
ン
テ
ス
ト
は
男
女
を
問

わ
ず
に
個
性
を
競
い
合
う
趣
向

で
、
出
場
者
は
昼
の
舞
台
で
自

己
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
夜
は
決
め
ら

れ
た
衣
装
で
再
度
ア
ピ
ー
ル

し
、
投
票
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が

選
ば
れ
ま
す
。
一
方
ゲ
ー
ム

 

大

学

祭

の

メ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
二
十

一
日
に
鉀
徳
館

で
開
か
れ
る
コ

ン
サ
ー
ト
。
若

者
に
人
気
の
グ

ル

ー

プ

「H
ysteric 

Blue

」
が
特
別
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  家族向けの新企画「まるごと体験ワールド」 

楽しいイベントがいっぱい！ 
     コンサートにコンテスト、子ども向けゲームも 

 

来
春
の
大
学
受
験
生
や
保
護
者
、

そ
れ
に
将
来
の
受
験
生
の
小
・
中
学

生
に
も
っ
と
広
く
、
深
く
愛
知
工
業
大
学
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
こ
と
し
も
八
月
六
日
（
土
）
、
構
内
の
あ
ち
こ
ち
で
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
繰
り
広
げ
る
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
実
施
し
ま

す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

1999年の応用化学科デモ風景 

 

「
Ａ
Ｉ
Ｔ
（
ア
イ
テ
ィ
）
革
命
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
四
十
一
回
愛

工
大
祭
が
十
月
二
十
日
（
土
）
と
二
十
一
日
（
日
）
、
鉀
徳
館
や
そ

の
前
の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
（
通
称
）
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
な
ど
で
盛

大
に
開
か
れ
ま
す
。
人
気
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
各
種
コ
ン
テ

ス
ト
、
子
ど
も
向
け
ゲ
ー
ム
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。 

は
、
何
で
も
か
ん
で
も
ゲ
ー
ム

の
ネ
タ
に
し
て
楽
し
ん
で
し
ま

お
う
と
い
う
感
じ
。
賞
品
・
賞

金
の
総
額
は
十
五
万
円
に
も
上

る
そ
う
で
す
。 

 
初
め
て
の
子
ど
も
向
け
企
画

「
げ
ー
む
の
ひ
ろ
ば
」
で
は
、

ヨ

ー

ヨ

ー
、
釣

り
、
ふ

わ

ふ

わ
、
輪
投
げ
な
ど
が
楽
し
め
る

ほ
か
、
ラ
ジ
コ
ン
レ
ー
ス
や
自

作
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
玉
入
れ
コ

ン
テ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

ほ
か
模
擬
店
や
映
画
、
カ
ジ
ノ

で
お
祭
り
気
分
を
味
わ
い
、
献

血
で
「
ち
ょ
っ
と
い
い
気
分
」

に
な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

な
お
十
月
十
七
、
十
八
日
は

施
設
を
開
放
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

祭
典
、
十
九
日
は
駐
車
場
で
ド

ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
も
行
わ

れ
ま
す
。 

 

プ
レ
「
大
学
祭
」
で 

 

二
百
六
十
一
人
献
血 

 

大
学
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、

ス
プ
リ
ン
グ
献
血
が
五
月
二
十

八
、
二
十
九
日
、
附
属
図
書
館

前
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写

真
左
上
。
愛
知
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
か
ら
採
血
バ
ス
二
台

と
休
憩
用
バ
ス
一
台
が
参
加
、

大
学
祭
実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
ら
が
協
力
を
呼
び
か
け
た

結
果
、
二
日
間
で
二
百
六
十
一

人
の
献
血
が
あ
り
ま
し
た
。
内

訳
は
二
百
㍉
㍑
五
十
九
人
、
四

百
㍉
㍑
百
八
十
人
、
成
分
献
血

二
十
二
人
で
し
た
。 



  １回戦＝愛工大45－15秋田経法大 準決勝＝愛工大25－45法政大 ３位決 

  定戦＝愛工大45－44専修大 

 ▽男子エペ（２位） 

  １回戦＝愛工大45－24東北大 準決勝＝愛工大45－38日体大 決勝＝愛工 

  大35－45専修大 

◇関西学生フェンシングリーグ戦（総合３位） 

 ▽男子団体 
 【フルーレ】（２位＝４月26日～28日・京都府大山崎町体育館） 

  愛工大45―37同志社大、愛工大39―45立命館大、愛工大29－45近畿大、愛工 

   大45－21京産大、愛工大45－27龍谷大 

 【サーブル】（４位＝５月10日～12日・大阪府泉佐野市オークアリーナ） 

  愛工大45－44同志社大、愛工大39－45立命館大、愛工大28－45近畿大、愛工 

    大45－36京産大、愛工大45－30龍谷大 

 【エペ】（２位＝５月23日～25日・愛知県東郷町体育館） 

  愛工大45－44京産大、愛工大41－40近畿大、愛工大39－45同志社大、愛工大 

    45－43龍谷大、愛工大45－36立命館大 

◇平成13年度東海学生卓球 

▽新人大会（５月12日・名古屋市総合体育館） 

 【男子】 

 ▼ダブルス②中村公宣・進藤和正 

 ▼シングルス①高田直人②中村公宣③進藤和正 

 【女子】 

 ▼ダブルス②矢野奈保子・中井まい③堀江真由美・岡田奈美 

▽春季リーグ戦（５月17～19日・名古屋市中村スポーツセンター） 

【男子】（１部）＝優勝 

 愛工大4－0名院大、愛工大(棄権)愛大、愛工大4－0日福大、愛工大4－0名大、 

 愛工大4－2中京大 

【女子】（１部）＝優勝 

 愛工大4－0愛大、愛工大4－0愛教大、愛工大4－1中京女子大 

 愛工大4－1中京大 

◇2001年度東海学生アーチェリー（３月25日～４月22日・中京大など） 

 ▽総合 ③愛工大（２勝３敗） 

 愛工大3452－3499愛知大、愛工大3389－2841名城大、愛工大3324－3524愛院大、 

 愛工大3400－3420岐阜大、愛工大3124－2375名院大 

◇第５回東海学生チャレンジテニス（５月12日～６月３日・愛知県立大） 

  ▽男子シングルス 

   ①平野正人（愛工大） 

◇東海学生卓球選手権（６月23、24日・名古屋市体育館） 

 【男子】▽シングルス ①山本和之②今福豊③中村公宣 ▽ダブルス ①宮 

     木浩之・高田直人②今福豊・中村公宣③山本和之・近藤隆典 

 【女子】▽シングルス ①王敏③山本恵美 ▽ダブルス ①内海妙子・王敏 

     ②山本恵美・小林泉 

◇第56回国体卓球愛知県予選会（６月30日・大府市民体育館） 

 【男子】①中村公宣②山本和之③近藤隆典、細井耕平 

 【女子】①山本恵美③内海妙子 

 

 
◇愛知県中学３年生夏季学年別卓球（６月17日・大治町スポーツセンター） 

 【男子】①千賀諭（附属中） 

 

 本年度の全国高校総合体育大会（インターハイ）は 

８月１日から20日まで、熊本県で開催されます。名電 

高校からも次の種目に出場しますので、応援をよろし 

くお願いします。 

 

【陸上】 
  関根 靖史(普通科３)、開田 義輝(機械科３)、杉山 嘉明(機械科３)、 

  高橋  蘭(普通科３) 

【卓球】 
  渥美 貴尚(普通科３)、見城 芳幸(普通科３)、宇佐美 明(普通科３)、 

   片山 俊樹(電気科３)、岡崎 啓太(普通科２)、青木 哲治(普通科２)、 

  山下 陽平(普通科１) 

【相撲】 
   岡田  博(普通科３)、手島 進吾(普通科２)、井上 定政(普通科１)、 

  森下 弘康(普通科１)、小林幸之助(普通科３)、青山 侑史(普通科３)、 

  青山 辰徳(普通科３) 

【テニス】 
   石塚  翼(電子科２)、中野 正嗣(普通科１) 

【ウエイトリフティング】 
  本多 義郎(普通科３)、山口 元気(電気科３)、長谷川雅人(機械科３)、 

  岡地 祐嗣(電子科２)、菅崎 郁哉(電子科２) 

【フェンシング】 
  冨田 弘樹(普通科３)、関口 智晴(普通科３)、川地  潤(普通科２)、 

  林  良紀(普通科２)、平野 旭洋(機械科３) 

【自転車】 
  加藤 久詞(普通科３)、馬場 勝寛(機械科３)、松山 桂輔(普通科３)、 

  鈴木 宏幸(機械科３)、新井 允史(機械科２)、阪口 和宏(普通科２)、 

  佐野 雄希(普通科１) 

【馬術】 
  渡辺 和也(電気科３)、原口 裕樹(普通科２)、神谷 政行(普通科２)、 

  鬼頭 克成(普通科２) 

 
 

  
 

◇第55回（平成13年）愛知県高校総体 

【卓球】（５月26～６月３日・岡崎中央総合体育館など） 

 ◇男子 

  ▽団体（優勝）  

    名電３－１星城、名電３－１桜丘、名電３－１杜若 

  ▽シングルス ③片山俊樹(電気科３) 

【陸上】（５月25、27日・瑞穂公園陸上競技場＝３位以上） 

 ◇男子（総合６位） 

   ▽1,500㍍ ③関根靖史(普通科３)▽110㍍障害 ③川原広紀(普通科２) 

   ▽5,000㍍競歩 ①杉山嘉明(機械科３)②日暮丈洋(同) 

 ◇女子 

   ▽3,000㍍競歩 ①高橋蘭(普通科３) 

【ウエイトリフティング】（６月３日・愛工大名電） 

 ◇男子（総合優勝） 

  ▽53㌔級 ③奥田健太(専門学科１)▽56㌔級 ②菅崎郁哉(電子科２)③長谷川 

    雅人(機械科３)▽62㌔級 ①上條大志(電子科２)②岡地祐嗣(同)▽69㌔級 ① 

    山口元気(電気科３)▽77㌔級 ①本多義郎(普通科３)▽85㌔級 ③吉田真一 

  (専門学科１)▽94㌔級 ②黒田康裕(同)▽105㌔超級 ①小林優太(同)③水野 

  慎平(同) 

【テニス】（５月26、27日・東山公園センター） 

 ◇男子 

  ▽団体（準優勝） 

   名電３－０旭野、名電２－０杜若、名電２－０東海、名電０－２名古屋 

  ▽ダブルス 

   ③石塚翼(電子科２)中野正嗣(普通科１) 

【自転車】（５月13日・名古屋競輪場、６月３日・村田機械犬山工場特設コース） 

 ◇トラック競技（総合優勝） 

  ▽個人 ▼スプリント ①松山桂輔(普通科３)③新井允史(機械科２)▼１㌔㍍ 

     タイムトライアル ①鈴木宏幸(機械科３)②馬場勝寛(同)▼エリミネーショ 

     ンレース ①西浦光章(機械科２)②阪口和宏(普通科２)▼ケイリン ①新井允 

   史②松山桂輔▼４㌔㍍速度競走 ②阪口和宏▼16㌔㍍ポイントレース ①加 

     藤久嗣(普通科３)▼３㌔㍍インディヴィデュアル・パーシュート ①鈴木宏 

     幸②加藤久嗣③馬場勝寛 

  ▽団体 ▼オリンピックスプリント ①松山桂輔、鈴木宏幸、馬場勝寛、佐野 

   雄希(普通科１)▼４㌔㍍チーム・パーシュート ①西浦光章、阪口和宏、加 

      藤久嗣、新井允史、家田昌俊(機械科２) 

 ◇ロード競技 

 ▽個人タイムトライアル ①馬場勝寛②加藤久嗣③松山桂輔 

  ▽ワンデイロードレース ①加藤久嗣②松山桂輔④馬場勝寛⑤鈴木宏幸⑥阪口 

              和宏 

【フェンシング】（５月26、27日・瀬戸高） 

 ◇男子 

  ▽フルーレ ①冨田弘樹(普通科３)②関口智晴(同)③向田展人(電子科３) 

  ▽エペ   ①川地潤(普通科２)②平野旭洋(普通科３)③冨田弘樹 

  ▽サーブル ①林良紀(普通科２)②関口智晴③向田展人 

【相撲】（５月20日・瑞穂相撲場）＝兼全国総体予選 

 ◇団体 ①愛工大名電 

 ◇個人 ①手島進吾(普通科２)②森下弘康(普通科１)③青山侑史(普通科３) 

◇第48回春季東海地区高校野球大会（５月25～27日・四日市霞ケ浦第一球場など） 

 ▽１回戦 名電４－０浜松商（静岡）▽準決勝 名電０－３菰野（三重） 

◇全国高校東西対抗相撲東海ブロック愛知県予選（５月20日・瑞穂相撲場） 

  ▽軽量級 ①大鹿俊一(機械科３)②青山侑史(普通科３)③横井聡(普通科２)▽中 

    量級 ①森下弘康(普通科１)②岡田実久(機械科２)③水野靖士(専門学科１)▽ 

    重量級 ①手島進吾(普通科２)②井上定政(普通科１)③小林幸之助(普通科３) 

◇中日本フェンシング選手権（６月９、10日・知多市民体育館） 

 ▽少年男子 ③冨田弘樹(普通科３) 

◇東海高校総体（６月22日～６月24日・三重県営総合競技場など）  

【陸上競技】 

 ▽男子 3000㍍障害 ③開田義輝  

【フェンシング】 

 ◇個人男子 ▽サーブル ①林良紀▽エペ ②川地潤③末松敏樹▽フルーレ ① 

       冨田弘樹②平野旭洋③向田展人 

 ◇団体男子 ②名電 

【ウエイトリフティング】 

 ◇男子 ▽69㌔級 ①山口元気▽77㌔級 ③本多義郎 

【自転車】 

 ◇男子 ▽オリンピックスプリント ②名電 

【相撲】 

 ◇個人 ▽軽量級 ①青山侑史▽無差別級 ①手島進吾 

【卓球】 

 ◇男子団体  名電３－１杜若 

  
 

◇全日本対抗テニスリーグ戦東海地区予選（４月２日～16日・口論義運動公園） 

 ▽男子団体（１部＝２位） 

  愛工大５－４四日市大、愛工大８－１愛大豊橋、愛工大１－８愛知学院大 

◇第51回日本学生フェンシング王座決定戦（６月16、17日・京都府大山崎町体育館） 

 ▽男子フルーレ（３位） 

（７）平成13年８月１日          学 園 だ よ り 第107号 



平成13年８月１日（８） 学 園 だ よ り 第107号 

 

「
な
ん
と
し
て

も
全
国
大
会
で
優

勝
し
、
プ
ロ
と
対

局
し
て
み
た
い
」

―
―
日
本
将
棋
連

盟
四
段
で
、
こ
と

し
の
中
部
学
生
名

人
・
宮
地
隼
人
君

（
二
一
）
＝
大
学

工
学
部
電
子
工
学

科
四
年
・
写
真
左

端
＝
は
タ
イ
ト
ル

奪
還
の
勢
い
に
乗

り
、
夢
を
大
き
く

ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。 

 

本
年
度
春
季
中
部
学
生
将
棋

大
会
は
五
月
五
、
六
日
、
名
古

屋
市
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。
決
勝

十
位
。
林
君
は
一
回
戦
で
ウ
ク

ラ
イ
ナ
選
手
に
勝
ち
、
二
回
戦

で
は
イ
タ
リ
ア
選
手
に
敗
れ
て

六
十
位
と
な
り
ま
し
た
。
川
嶋

範
夫
監
督
（
名
電
高
教
諭
）
は

「
二
人
と
も
海
外
試
合
は
初
め

て
な
の
で
、
体
調
を
ど
う
調
整

す
る
か
が
一
番
心
配
で
し
た
。

よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
た
と
思
い

ま
す
よ
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
成

長
が
楽
し
み
の
よ
う
で
す
。 

 

ス
ピ
ー
ド
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
な

ど
「
世
界
の
技
」
を
学
ん
だ
二

人
は
、
愛
知
県
高
校
総
体
な
ど

そ
の
後
の
国
内
試
合
で
も
大
活

躍
し
、
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
、
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

何
年
ぶ
り
か
で
朝
の
通
勤
通

学
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
、
電
車
を
乗

り
継
い
で
豊
田
市
ま
で
通
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
感
じ
る
こ
と

は
▼
発
車
直
前
ま
で
座
っ
て
い

て
、
な
か
な
か
出
口
へ
行
か
な

い
。
降
り
る
人
が
い
な
く
な
っ

た
の
に
、
急
い
で
乗
り
込
も
う

と
し
な
い
。
こ
ん
な
若
者
が
多

い
こ
と
で
す
▼
車
掌
さ
ん
が
早

く
発
車
さ
せ
よ
う
と
、
マ
イ
ク

で
促
し
た
り
笛
を
吹
い
た
り
す

る
の
で
す
が
、
あ
ま
り
効
果
は

な
い
よ
う
で
す
。
ど
こ
の
路
線

で
も
、
こ
う
な
の
で
し
ょ
う
か

▼
大
学
の
構
内
を
歩
い
て
い
る

と
、
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
が
あ

ち
こ
ち
に
捨
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
飲
料
水

の
空
き
缶
が
、
植
木
や
芝
生
の

中
に
転
が
っ
て
い
ま
す
▼
「
近

ご
ろ
の
若
者
は
」
が
口
癖
に
な

る
と
、
年
を
取
っ
た
証
拠
だ
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
確
か
に
そ

の
通
り
な
の
で
し
ょ
う
が
、
つ

い
「
何
と
か
し
な
く
て
は
」
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
▼
自
宅
の

近
く
で
も
、
散
歩
し
て
い
る
と

犬
の
フ
ン
が
道
路
脇
に
当
た
り

前
の
よ
う
な
顔
を
し
て
落
ち
て

い
ま
す
。
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
。
そ
ん
な
生
き
方
を
少
し
で

も
伝
え
て
い
き
た
い
、
と
念
じ

る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
（
柳
） 

冨
田
弘
樹
君 

林 

良
紀
君 

 標高差で山の姿伝える 
 

  大学機械工学科・高木助教授 
 

  長野の田淵行男賞受賞 

 

山
岳
地
帯
の
水
の
循
環
を
基

本
テ
ー
マ
に
、
山
の
厳
し
さ
と

豊
か
さ
を
二
十
枚
の
組
写
真
で

表
現
し
ま
し
た
。
二
十
年
近
く

撮
り
だ
め
し
た
写
真
を
、
練
り

に
練
っ
た
構
成
に
合
わ
せ
て
厳

選
し
、
出
品
し
た
の
だ
そ
う
で

す
。
写
真
は
雨
上
が
り
の
初
夏

の
朝
、
光
が
差
し
始
め
た
森
を

水
が
霧
と
な
っ
て
大
気
中
に
立

ち
上
っ
て
い
く
光
景
（
六
月
上

旬
の
上
高
地
）
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
「
上
の
厳
し
さ
と
下
の
豊
か

さ
。
山
を
、
移
り
変
わ
る
四
季

で
な
く
、
標
高
の
差
で
表
現
し

た
か
っ
た
」
。
大
学
機
械
工
学

科
の
高
木
誠
助
教
授
（
四
四
）

は
こ
の
ほ
ど
、
長
野

県
・
豊
科
町
の
田
淵

行
男
記
念
館
開
館
十

周
年
記
念
公
募
展

で
、
最
高
の
田
淵
行

男
賞
に
輝
き
ま
し

た
。 

ど
、
今
年
は
自
分
の
将
棋
が
指

せ
ま
し
た
」
と
、
宮
地
君
は
勝

因
を
分
析
し
て
い
ま
す
。 

 

四
年
間
で
春
季
大
会
二
回
優

勝
の
宮
地
君
で
す
が
、
全
国
十

傑
戦
出
場
を
か
け
た
秋
の
大
会

で
は
二
位
、
三
位
、
一
回
戦
負

け
と
あ
ま
り
芳
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
「
読
み
と
集
中
力
の
鍛
錬

で
、
有
終
の
美
を
飾
り
た
い
」

と
燃
え
る
宮
地
君
で
す
。 

 

将
棋
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
写
真
ー
ー
学
園
内
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
成
果
を
上
げ
、
評
価
を
得
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
ご
紹

介
す
る
四
人
の
共
通
点
は
、
「
生
来
の
感
性
」
と
「
た
ゆ
み
な
い
努

力
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

戦
で
は
、
昨
年
の
大
会
で
タ
イ

ト
ル
を
奪
わ
れ
た
五
条
崇
昭
君

（
浜
松
大
四
年
）
と
ぶ
つ
か
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
終
始
有
利

に
戦
っ
て
リ
ベ
ン
ジ
に
成
功
。

「
昨
年
は
逆
転
負
け
し
た
け
れ

 

「
世
界
」
で
技
と
速
さ
学
ぶ 

 
 

高
校 

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
冨
田
、
林
君 

 
 

 

高
校
普
通
科
三
年
の
冨
田
弘

樹
君
と
二
年
の
林
良
紀
君
は
こ

と
し
四
月
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
グ

ダ
ニ
ス
ク
市
で
開
か
れ
た
世
界

ジ
ュ
ニ
ア
・
カ
デ
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
選
手
権
大
会
に
出
場
、
世
界

の
強
豪
を
相
手
に
健
闘
し
て
き

ま
し
た
。 

夢はプロ棋士との対決 
 中部学生名人の宮地君 

 

世
界
選
手
権
は
四
月
六
日
か 

ら
十
三
日
ま
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

体
育
セ
ン
タ
ー
に
四
十
を
超
す 

国
・
地
域
の
九
十
一
人
が
参
加 

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
一
回
戦

シ
ー
ド
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
進
ん
だ
冨
田
君
は
、
二
回
戦

で
ク
ウ
ェ
ー
ト
選
手
に
敗
れ
四

高
木
誠
助
教
授 


